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先月の振り返り: 11月のドル円相場は、114円半ば～110円後半で推移。月初は米雇用統計の結果や

タカ派のパウエル氏が次期FRB議長に内定などドル高の材料もあり、この半年間の高値を更新して

いった。ただ高値更新が長続きしなかったところに突如パラダイス文書をめぐる疑惑が報じられたこ

ともあり、利食い売りと相まって徐々にドル安の流れに。さらに再度ロシアゲート問題が報じられた

ことによる米国政権不安や、トランプ大統領が北朝鮮をテロ支援国家に再指定と発表するなど、ドル

売りの流れに拍車をかける展開となった。月末には米国税制改革法案の上院で可決見通しや米GDP改

定値が良好だったこともあり、ドル安の流れは一旦歯止めがかかったようだ。
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今後の展開: ここ3か月ほどドル高の流れを継続してきたが、この半年間の高値を更

新したあたりから流れが変わってきた。潜在的には米利上げ観測があり、ドル買い基

調があるものの、今までもリスクとして存在していた、ロシアゲート問題、北朝鮮リ

スクによって流れを変えられてしまった。さらにイスラエルの都市エルサレムを首都

と認める、とトランプ大統領が発表してことで中東リスクが一気に潜在化してきた。

エルサレム首都問題は今も安定しない中東情勢にさらなる混乱をもたらす可能性があ

る。景気や経済動向によるドル高と地政学リスクによるドル安のせめぎ合いは今しば

らく続いていきそうだ。
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